
＜精神科コース＞  

研修概要  

基本的に日本精神神経学会専門医制度研修ガイドラインに沿って研修を行う。  

１年目：指導医の下で初期臨床研修を行う。  

患者および家族との面接技術の習得 疾患概念と病態の理解 基本的な薬物・身体

療法への習熟 基本的な精神療法の施行 医療法・精神保健福祉法の熟知  

２年目：指導医の下、入院患者を担当する。各種診断法を熟知し診断技術と同時に治療計

画策定をマスターする。  

応用的な精神療法の習得 精神科リハビリテーションの経験 当直業務補佐  

３年目：指導医とともに精神科救急診療・当直業務・リエゾンコンサルテーションに担当

を拡大。  

成年後見制度への参画 医療倫理・安全管理法の習得  

精神科医として自立に向け、外来業務のトレーニングを行う。  

3年間の適切な時期に希望により院外研修として、精神科ハード救急・措置入院症例の経
験等をつむ他、院内各科において精神科関連領域の臨床経験を持つ。  

なお、上記の内容は患者動向・医師個人の能力・適性・希望に応じて変動しうる。  

 

取得可能な専門医受験資格（目標）  

○ 日本精神神経学会専門医 ○日本老年精神医学会専門医 ○日本総合病院精神医学会専

門医など  

※ 精神保健指定医については、一定レベル以上の精神科医としての態度・知識・技能を担

保するものではなくあえて目標とはしないが、研修終了時には当然取得可能となるべきも

のと考える。  

 

症例実績・経験目標症例数 

主要疾患 入院数 経験目標症例数 主要疾患 入院数 経験目標症例数 

F0 43 4 F5 6 1 
F1 26 3 F6 7 1 
F2 108 10 G40 3 1 
F3 110 10 G47 120 2 
F4 31 3 G20 10 1 

入院数は年平均 経験目標症例数は概ね12か月間  
 

指導体制  

氏 名 専門医資格等 氏 名 専門医資格等 

諏訪 浩  総合病院精神医学会指導医  

老年精神医学会指導医  

精神保健指定医  

仲神 龍一 精神保健指定医 

日本精神神経学会専門医 

木村 元紀  精神保健指定医  谷口 豪    

金子 雄二郎  田村 文根  

 


